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      ○中期学校経営方針は、学校ホームページに掲載します。 

      〇学校説明会の動画をアップしています。 

１ 校長あいさつ 

２ 本年度の教育活動（変更点） 

① 日課表について 

② あゆみについて 

３ 中期学校経営方針について 
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１．校長あいさつ 

 今年度は４月からのスタートになり、日課表も一部修正を加えておりますが、

例年に近いものとしました。また、学校行事も修正を加え、実施の予定で進め

てまいりました。しかし、昨今の新型コロナウイルスの感染状況により、神奈

川県にまん延等防止措置が発令されるなどして、計画の変更や中止をすでに余

儀なくされている状況があります。 

このような状況の中ですが、昨年度から新学習指導要領が全面実施され、本校

でも「自分づくりに関する力」「課題を解決する力」の二つを児童に育てたい力

として教育活動を創り上げております。今年度も感染予防対策をとりつつ前進

する学校でありたいと考えております。 

昨年の学校再開後は保護者の皆様のご協力、児童のみなさんの努力もあり再度

の休校という事態にはなりませんでしたが、感染のリスクは依然として高く、

いつ、だれが感染するかわからない状況です。本校では「横浜市における GIGA 

スクール構想の方向性」をもとに、災害や感染症の発生等による学校の臨時休

業等の緊急事態においても、ロイロノートの活用、ＷＥＢ会議システムや動画

配信サービスの利用ができるように、教職員の研修を進め、新しいコミュニケ

ーションの取り方や授業の実施について積極的に活用を考えております。 

まだまだ、先の見えない毎日ですが、いまできることから確実に前に進んでい

くことが大切です。そのためにも保護者の皆様には、引き続きのご協力をよろ

しくお願いいたします。 
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２． 本年度の教育活動（変更点） 

① 日課表について 

変更点は主に四点あります。 

１つ目は朝の学習スタートが８時３０分になったことです。２つ目は中休みの後に掃除を行うことになっ

たことです。３つ目は下校時刻が早まったことです。４つ目はクラブ活動と委員会活動が水曜日に行われる

ようになったことです。これらの変更を行ったことで、朝のスタートから帰りまでの流れが曜日によって変

わることがなく子どもたちがこれまで以上に落ち着いて生活することができています。  

  日々の授業時間にも変更がありました。１年生から３年生が水曜日の授業時数を４時間までとしたことで

下校時の安全確保につながると考えています。その他にも細かい修正がありましたが、すでに配布されてい

る各学級の時間割でご確認いただけたらと思います。 
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② あゆみについて 

昨年度より、変更になった点について４つ説明させていただきます。 

１つめは、教科の観点別評価についてです。学習指導要領の改訂により、すべての教科の観点別

評価は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に統一され

ることになりました。 

２つめは、高学年の外国語についてです。これまで外国語活動として文章表記で評価しており

ましたが、教科化にともない、国語や算数と同じように３段階にて評価します。１年生から４年生

までは、これまでと変わらず、文章表記での評価となります。 

３つめは、学習全体の所見についてです。浦島小学校の子どもたちに育てたい力（自分づくりに

関する力・課題を解決する力）」について、特に力を発揮しているものについて記述しております。 

４つめは、あゆみの表記内容についてです。前期のあゆみでは、各教科における観点別評価のみ

をお伝えし、後期のあゆみでは、観点別評価に併せて、学習全体の所見と外国語活動や総合的な学

習の時間も文章表記で評価いたします。 

お子さんと一緒に「あゆみ」をご覧いただき、お子さんの励みになるようなお声がけをお願いでき

たらと思います。 
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３. 中期学校経営方針について 

今年度も８つの重点取組目標を掲げて取り取り組んでいきます。それぞれの項目ごと、説

明します。 

（１）生きてはたらく知 

①情報機器を有効に活用した授業の在り方を

幅広く研究していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学習指導要領に基づいて、教育課程全体

で育成を目指す資質・能力を意識し、教科

間の相互の関係付けや横断を図った年間

の学習プランを立て、実践し、改善する。 

 

①今年度の浦島小学校では、「浦島小学校の

GIGA スクール構想の実現に向けて～タブレッ

ト端末環境を活かした授業づくり」という研究

主題をかかげています。本年度から横浜市では、

一人一台端末での授業が始まります。学校とし

てどのような形で使っていくのか、学習にどの

ような形式で使うと効果があるのか、そのよう

なことを、研修や実践を通して学んでいきます。 

例えばロイロノートという学習支援アプリが

あります。（スライド）これは、授業において、

双方向授業や、思考の可視化を推し進めるもの

です。一斉に動画や画像などの資料を配布し、

それを教師も子どもも同時に見ながら授業を行

えます。また、子どもたちが自分のノートを写

真に撮って教師が一斉に回収し、一覧にしてみ

ることもできます。いくつかの考えを比較した

り、新たな自分の考えを導き出したりといった、

見える授業を行うことなどが考えられます。 

本年度は初年度として、教師も子どもも、ど

のような使い方が自分たちに適しているか、一

緒に考えていければと思います。 

 

②本校で育てたい資質・能力を「自分づくりに

関する力」と「課題解決能力」とし、それらの

実現のために、教育課程づくりを行っています。

「何ができるようになるか（育成を目指す資質

能力）」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「ど

のように支援するか」「何が身に付いたか」「実

施するために何が必要か」の視点で、各教科等

の指導計画を作成し、それを実施・評価し改善

していくことを繰り返し行っています。 
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（２）豊かな心の育成 

①相手意識をもって１年間継続的にあいさつ

ができるように、年間計画を立て、定期的な

振り返りと目標設定をする機会をつくる。 

 

 
 

 

 

②年間を通して、資質能力を明確にした定期

的なたてわり活動を行う。異学年との交流

を深め、他者との関わり方を学ぶとともに相

手のことを考えて行動する力や思いやりの

心を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 昨年度の学校評価アンケートの結果から、子 

どもたちと大人、または大人の中で、あいさつ

ができている、できていないという規準にずれ

があることが見えてきました。そこで、今年度

は登校時の「おはようございます。」下校時の「さ

ようなら。」この２つを確実に指導していこうと

いうことになりました。 

「あいさつから始まるきもちいい１日～笑顔

で元気よくあいさつしよう～」という浦島丘中

学校ブロックでのテーマも踏まえ、「進んで誰に

対しても気持ちよく」という今までの目標も引

き続き指導していきたいと思います。ご家庭で

も折に触れてあいさつの大切さをお話いただけ

たらと思います。 

 

②年間を通して、異学年の交流を深められるよ

うなたてわり活動を行います。本校のたてわり

活動は、たてわり遊び、たてわり集会、たてわ

り全校遠足の３つあります。たてわり遊びは、

年に８回あり、６年生を中心に各クラスで遊び

をします。たてわり集会は、年３回あり、全校

遠足の計画を立てたり、６年生のためにメッセ

ージカードの作成をしたり、お祝いの会をした

りします。たてわり全校遠足は、年に１回あり

ます。反町公園に行き、たてわりクラスでポイ

ントラリーに取り組みます。 

これらの活動を通して、他者とのかかわり方

を学ぶとともに、相手のことを考えて行動する

力や思いやりの心を育んでいきます。 

（３）健やかな体 

①児童自らが自分たちが健康に過ごすために

大切なことを考え、行動に移していけるよう

に工夫する。 

 

 

 

 

①浦島小では、子ども自らが健康について考え

られるように、すくすく会議を行っています。

すくすく会議とは、代表の子どもたちが健康に

ついてのテーマを決め、話合いを行う会議のこ

とです。会議で決まったことをもとに、各学級

で取り組みを決め、実践につなげています。 

また、現在の状況を踏まえ、新しい生活様式を
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②いきいきタイムでは、長縄や短縄、ペース走

に取り組み、運動への興味関心を高めると

ともに、体力の向上と健全な心身の育成を

図る。 

 

実践し、子どもたちが安全に、安心して生活で

きるように指導しています。 

 

②横浜市では、子どもたちの体力の向上を目的

とし、全ての学校で、体力を高められるような

活動を行っています。浦島小では、いきいきタ

イムがそれにあたります。いきいきタイムでは、

短縄・長縄・持久走に取り組んでいます。５月

から１１月までは短縄と長縄を、１２月から２

月までは持久走と長縄を行っています。どの活

動もめあてをもって取り組むことができるよう

に、学習カードを活用しています。子どもたち

の興味関心を高められるように、短縄の技紹介

ＤＶＤを流したり、持久走の記録会を行ったり

しています。 

（４）児童生徒指導 

①職員会議、児童指導部会での情報の共有

を図るとともに、関係機関の協力を得て、本

校の児童の実態に応じた研修を充実する。

児童指導年間計画に基づき全校でぶれの

ない指導を行っていくことができるように、

学年研究会などで定期的に振り返りを行

う。 

 

①保護者の皆様にもお配りしています「かめの 

こルール」をもとに一貫した指導を行っていま

す。●組はよくて▽組はダメなどのずれをなく

すためです。ずれは子どもたちの不信感や不満

をつのらせます。一貫した指導を行うことで子

どもたちの安心安全な学びの場をつくっていま

す。また、児童指導年間計画をもとに見通しを

もった指導を行っていけるようにしています。 

 

 

学校 HP にある「いじめ防止学校基本方針」に

基づき「児童指導計画」を立てています。この

計画に基に、学校行事やカリキュラムに合わせ、

未然防止の観点に立った指導を行っています。 

例えば、6 月ごろはいじめや子供たち同士の

トラブルが増えてくる傾向があるので、「集団で

の成功体験・達成感を生む活動」を意図的に取

り入れる、水泳学習や宿泊体験学習の前には「プ

ライベートゾーン」の指導を行うなどです。 

  必要に応じて、関係機関との連携を図り、充

実した指導につなげられるようにしています。 

保護者の皆様にもよく知られている「学校カ
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ウンセラー」は、横浜市委託員として区役所の

「子ども家庭支援課」に勤務し、臨床心理士等

の資格をもっています。児童、保護者との相談

にあたるとともに専門的な立場から教職員への

助言をしていただいています。 

 学校を定期的に訪問し、学校とともに児童生

徒の抱える課題の解決にあたる SSW（スクール

ソーシャルワーカー）は、子どもと家庭が抱え

る課題に対して、社会面に焦点をあてながら、

受容的にかかわっています。 

 そのほかにも、「警察」「主任児童委員・民生

委員のみなさん」「東部療育センター」など多く

の機関と連携し、子どもたちの健全育成に努め

ています。 

（５）地域連携・学校運営協議会 

①生活科や総合的な学習などで、地域の材を

生かした学習に取り組み、地域に関わろう

とする態度や地域を大切にしようとする気

持ちを育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 年３回学校運営協議会を実施し、学校教

育についての理解をより深めていただくと

ともに、協議会での意見を教育活動の改

善につなげる。 

 

 

① 生活科の学習では、通学路探検、まち探検な 

どの学習を通して、地域の人に支えられている

ことに気づいたり、浦島のまちについて新たな

発見したりしています。野菜作りの学習では、

地域の方に協力を得て、毎年立派な野菜を作る

ことができています。総合的な学習の時間では、

様々な活動に取り組んでいます。これまでにビ

オトープの調査や整備、染め物作り、紙作り、

山形県の特産物の販売活動など、各学級で取り

組む活動を決め、追究していました。総合的な

学習のことを、浦島小では「浦島の時間」とよ

んでいます。 

 これらの活動を通して、地域に関わろうとす

る態度や、地域を大切にしようとする気持ちを

育んでいます。 

  

② 本校は、地域の代表の方、保護者の代表の方、 

学識者の方、教職員で、学校運営協議会を組織

しています。今年度は、６月、１２月、２月を

めどに、委員のみなさまにお集まりいただき、

協議会を開きたいと考えています。 

１回目は、この中期学校経営方針についてご意

見をお聞きすることを中心とします。２回目は、
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授業参観をしていただき、子ども達の様子をみ

ていただいた上で、意見交換をしたり、学校評

価の取り方についてご意見をいただいたりする

予定です。年度末に行う３回目は、保護者の皆

様からいただいた学校評価アンケートの結果を

報告し、次年度の教育活動についてご意見をい

ただく予定です。 

その他にも、子ども達の地域での様子をお聞

きしたり、地域と学校とで連携して取り組んで

いく課題等について話題にしたりしていきたい

と思います。また、今年度は、運営協議会を開

いていることやその内容等について、保護者の

皆さんにもより知っていただけように、発信し

ていきたいと思います。 

（６）いじめへの対応 

①対策委員会や児童指導部会で、未然防止

のための学年風土づくりについて話題にし、

学年に応じた具体的な取組を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②認知したいじめ案件を管理し、月１回の対

策委員会で他学年の情報を共有し、学校

全体の問題として解決に向け取り組む。 

 

① ②児童指導の内容と重なる部分が多くあり 

ますが、第一に、問題が起こる前に、起こさな

い風土づくりに努め、未然防止に力を入れてい

ます。児童指導の活動を計画的に行うと共に、

横浜プログラムの推進、人権教育、道徳教育の

推進、情報モラル教育の推進、児童理解研修の

実施なども行っています。子ども達一人ひとり

が、集団の一員としての自覚や自信をてるよう

な指導を行い、互いを認め合える人間関係・学

校風土をつくっていけるように最善を尽くして

いきます。 

 しかしながら、集団生活の中ではトラブルや

喧嘩、いじめ等が起きてしまうことがあります。

そのような状況を早く発見することができるよ

うに、児童面談や、各種アンケートの実施を行

っています。気になることがあった場合は、チ

ームでの対応を行います。まず、いじめなどを

把握した時点で、担任、学年主任、児童指導専

任、管理職、必要に応じて養護教諭で対策チー

ムを結成し、聞き取りの仕方や心のケアなどに

ついて話し合いをします。そして、被害を受け

てしまった児童の心に寄り添い、保護者の方と

も相談しながら対応を進めていきます。解決し
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たあとも見守りを続け、その後の状況を本人と

適宜確認したり、保護者の方と連絡を取り合っ

たりして、安心して学校生活を送ることができ

るようにします。また、いじめへの対応につい

ては、対策委員会などで学校全体の問題として

共有し、職員全員で子どもたちを見守っていく

ことができるようにしていきます。 

保護者の方々の見守りも大変重要なもので

す。子どもたちの変化等気になることがあれば

引き続きお子様への声がけをお願いします。ま

た、学校にもお知らせいただければ幸いです。 

（１０）特別支援教育 

① さわやか教室や国際教室の取り出し指導

を効果的に行い、配慮を要する児童への

指導・支援を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②一人ひとりに合った指導・支援を充実させる

ために、学校カウンセラーや関係機関を連

携し、教職員の特別支援教育への知識・理

解を深める。 

① 特別支援教育は、子ども達一人ひとりが自己 

肯定感を高めていくこととのできるように、学

校全体で一人ひとりの状態に応じた適切できめ

細やかな指導・支援を行うことを目的としてい

ます。 

 さわやか教室は、学習に支援が必要な子ども

を対象とし、国際教室は、外国につながる子ど

もを対象とし、一人ひとりの学習状況に応じて

補充的な学習を行っています。この教室で学ん

だことを生かして、自信をもって教室での授業

に取り組めるようにしていきたいと思います。 

②特別支援に関わる研修を年間の中で適宜設 

定しています。集団の中での一人ひとりのみと

り方や特別支援についての知識を学んだり、具

体的な支援の在り方について考えたりすること

で、教職員の指導力を高めています。 

（６）人材育成・組織運営 

① 年間を通してメンター研修（若手教員の研

修）を行い、授業力など教職員としての力

をより高めていく。 

 

 

 

 

 

 

①浦島小では、経験年数が６年目までの教員が 

チームになり、月に一度の研修を行なっていま

す。研修の内容は、主に、研究授業、教室探検、

先輩教員からの指導などがあります。 

研究授業では、教師の発問や黒板の記述内容

など、様々な角度から検討し、授業を実践しま

す。教室探検では、お互いの教室を見合い、環

境づくりの工夫について情報交換しています。

実技指導では、実技指導だけではなく、学級経
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②全学年で教科分担制を取り入れ、授業づく

りの力を高めたり、協働して学年経営にあ

たったりする。高学年では、チーム学年経営

を研究し、授業力の向上や学級経営力の向

上、時間の有効な活用方法の在り方につい

て追究する。 

営で気を付けるべきことや、社会人としてのマ

ナー講座など、先輩教員から様々なことを学ん

でいます。学んだことは、日々の教育実践で生

かしています。 

 

②浦島小学校では、全学年で教科分担制を取り 

入れています。主なねらいは２つです。１つ目

は、学年全体の子どもたちを指導し全体を見て

いこうとする教師の意識を高めることを通し、

子どもたちが安心して学校生活を送ることがで

きるようにすること。２つ目は、一つの教科を

専門的に教師が指導することで、授業の質を高

め、子どもの学力を向上させていくこと。です。 

また、高学年においては、チーム学年経営の研

究に取り組んでいます。これは、「児童の学力向

上」「児童の心の安定」「教員の育成と働き方改

革」をねらいとした教育委員会の指定を受けて

取り組んでいるものです。浦島小学校では、「教

師の授業力と学級経営力の向上」という研究テ

ーマのもと、授業を見合ってアドバイスしたり、

黒板に書く内容を共通理解したりと、具体的な

取り組みを進めています。 

これらの取り組みを通して、組織として子ど

もを育てていくことができるようにしていま

す。 

 


